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マニュアルの見方

マニュアルの紹介
マニュアルの最新版は以下から入手できます。
https://www.epson.jp/support/

・セットアップガイド（紙マニュアル）
測色器を使える状態にするまでの作業の説明、および安全に使用するための注意事項を記載しています。

・ユーザーズガイド（電子マニュアル）
本書です。測色器の使い方全般や、メンテナンス方法、トラブルへの対処方法などを説明しています。

マークの意味
この内容を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性および財産の損害の可能
性が想定される内容を示しています。

K 必ず守っていただきたい内容を記載しています。この内容を無視して誤った取り扱いをすると、
製品の故障や、動作不良の原因になる可能性があります。

L 補足情報や参考情報を記載しています。

U 関連した内容の参照ページを示しています。

マニュアル記載の前提
・イラストは一例です。実機とは多少異なる場合があります。

・画面の設定項目は設定状況などによって異なります。

マニュアルのご注意
・本書の内容の一部または全部を無断転載することを禁止します。

・本書の内容は将来予告なしに変更することがあります。

・本書の内容にご不明な点や誤り、記載漏れなど、お気付きの点がありましたら弊社までご連絡ください。

・運用した結果の影響については前項に関わらず責任を負いかねますのでご了承ください。

・本製品が、本書の記載に従わずに取り扱われたり、不適当に使用されたり、弊社および弊社指定以外の、第三者によっ
て修理や変更されたことなどに起因して生じた障害等の責任は負いかねますのでご了承ください。

マニュアルの見方
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PDFマニュアルの見方
Adobe Readerで PDFマニュアルを見る際の基本的な操作を Adobe Acrobat Reader DCで表示したときを例に説明しま
す。

A PDFマニュアルを印刷するときにクリックします。

B クリックするたびに、しおりを閉じたり表示したりします。

C タイトルをクリックすると該当のページが表示されます。
［＋］をクリックすると、下の階層のタイトルが表示されます。

D 参照先が青字で記載されているときは、青字の部分をクリックすると該当のページが表示されます。
元のページに戻るときは、以下のように行います。
Windowsの場合
【Alt】キーを押したまま【 】キーを押します。
Macの場合
【command】キーを押したまま【 】キーを押します。

E 確認したい項目名などキーワードを入力して検索ができます。
Windowsの場合
PDFマニュアルのページ上で右クリックし、表示されたメニューで［簡易検索］を選択すると、検索ツールバーが
表示されます。
Macの場合
［編集］メニューで［簡易検索］を選択すると、検索ツールバーが表示されます。

F 表示中の文字が小さくて見えにくいときは をクリックすると拡大します。 をクリックすると縮小します。イ
ラストや画面図など拡大する部分を指定するには、以下のように行います。
Windowsの場合
PDFマニュアルのページ上で右クリックし、表示されたメニューで［マーキーズーム］を選択します。ポインター
が虫眼鏡に変わりますので拡大したい箇所を範囲指定します。
Macの場合
［表示］メニュー -［ズーム］-［マーキーズーム］の順にクリックすると、ポインターが虫眼鏡に変わります。そ
のまま虫眼鏡のポインターで拡大したい箇所を範囲指定します。

G 前ページ／次ページを表示します。

マニュアルの見方
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製品のご注意

免責事項
弊社は以下について責任を負わず、いかなる補償もいたしかねますのであらかじめご了承ください。

・本製品（本製品に対応するソフトウェア等も含みます）の誤使用・誤取扱等による損害

・本製品の使用または使用不能によって、所期の結果が得られなかったとしても、そのことから生じた間接的、付随的損
害および逸失利益（本製品を使用するために要した諸費用、および本製品を使用することにより得られたであろう利益
の損失等）

液晶ディスプレイの特性
画面の一部に点灯しない画素や常時点灯する画素が存在する場合があります。また液晶の特性上、明るさにムラが生じる
ことがありますが、故障ではありません。

揮発性物質の放散
本製品はエコマークの環境ラベルに定められた揮発性物質の放散基準を満たしています。ただし、使い始めなどに臭いが
気になるときは換気してお使いください。

電波に関するご注意
本製品は、2.4GHz 帯の「2.402GHz ～ 2.480GHz」まで使用できますが、他の無線機器も同じ周波数を使用していること
があります。他の無線機器との電波干渉を防止するため、下記事項に注意してご使用ください。

・FH-SS 変調方式採用

・与干渉距離 20 m

この機器の使用周波数帯では、電子レンジ等の産業・科学・医療用機器のほか工場の製造ライン等で使用されている移動
体識別用の構内無線局（免許を要する無線局）及び特定小電力無線局（免許を要しない無線局）並びにアマチュア無線局
（免許を要する無線局）が運用されています。
1. この機器を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局及び特定小電力無線局並びにアマチュア無線局が運用
されていないことを確認して下さい。

2. 万一、この機器から移動体識別用の構内無線局に対して有害な電波干渉の事例が発生した場合には、速やかに使用
周波数を変更するか又は電波の発射を停止した上、販売店にご連絡頂き、混信回避のための処置等（例えば、パー
ティションの設置など）についてご相談して下さい。

3. その他、この機器から移動体識別用の特定小電力無線局あるいはアマチュア無線局に対して有害な電波干渉の事例
が発生した場合など何かお困りのことが起きたときは、エプソンのインフォメーションセンターまでお問い合わせ
下さい。

製品のご注意
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Bluetooth機能に関するご注意
・本製品からの電波は、医療用機器に影響を及ぼすおそれがあります。医療機関の中や、医療用機器の近くで本製品を使
用する場合は、医療機関の管理者、医療用機器側の指示や注意に従ってご使用ください。

・本製品からの電波は、自動ドアや火災報知機などの自動制御機器に影響を及ぼすおそれがあります。自動制御機器の近
くで本製品を使用する場合は、自動制御機器側の指示や注意に従ってご使用ください。

本製品を日本国外に持ち出す場合のご注意
・日本国外ではその国の法律または規制により、本製品を使用できないことがあります。このような国では、本製品を運
用した結果罰せられることがありますが、弊社といたしましては一切責任を負いかねますのでご了承ください。

・本製品（ソフトウェアを含む）は日本国内仕様のため、本製品の修理、保守サービスおよび技術サポートなどの対応
は、日本国外ではお受けできませんのでご了承ください。

本製品の使用限定
本製品を航空機、列車、船舶、自動車などの運行に直接関わる装置、防災防犯装置、各種安全装置など機能、精度などに
おいて高い信頼性、安全性が必要とされる用途に使用される場合は、これらのシステム全体の信頼性および安全維持のた
めにフェールセーフ設計や冗長設計の措置を講じるなど、システム全体の安全設計にご配慮いただいた上で弊社製品をご
使用いただくようお願いいたします。本製品は、航空宇宙機器、幹線通信機器、原子力制御機器、医療機器など、極めて
高い信頼性、安全性が必要とされる用途への使用を意図しておりませんので、これらの用途には本製品の適合性をお客様
において十分ご確認の上、ご判断ください。

本製品の譲渡と廃棄
本製品を譲渡もしくは廃棄する際は、本製品のメモリーに保存されているお客様固有の情報の流出による、不測の事態を
回避するために、設定情報などを消去してください。メニュー画面から  - ［本体設定］ - ［本体初期化］で消去でき
ます。
一般家庭でお使いの場合は、必ず法令や地域の条例、自治体の指示に従って廃棄してください。事業所など業務でお使い
の場合は、産業廃棄物処理業者に廃棄物処理を委託するなど、法令に従って廃棄してください。
本製品にはリサイクル可能なリチウムイオンバッテリー（D181A）が搭載されています。

製品のご注意
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測色器の基本情報

各部の名称と働き

A 測色ボタン ボタンを押して測色します。また、メニュー選択時、選択項目を決定します。

B ランプ 点灯状態や点灯色で測色器の状態を表示します。
U「ランプ表示とブザーによる測色器状態」10ページ

C 十字ボタン ボタンを押して画面の表示を切り替えたり、項目を選択したりします。画面表示方向
の回転に対応してボタンの機能も追従します。

D 電源ボタン 電源を入／切します。

E 画面 測色結果やメニュー項目、エラーメッセージなどを表示します。

F リセットボタン 測色器の電源を切り、リセットします。本器が通常の動作を行わなくなったときに押
します。

G ストラップホール 落下防止のためにここにストラップを取り付けます。

H ストラップ 落下防止のためのストラップです。

測色器の基本情報
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I 戻るボタン メニュー画面を表示したり、前の画面に戻ったりします。

J USBポート コンピューターと接続するための付属の USBケーブルを接続します。本器への給電、
充電も USBケーブルを接続して行います。

K シャッター 裏側にはキャリブレーション用白色基準版がはめ込まれています。測色開始前に開け
ます。
測色部にゴミなどが入らないように保護するため、未使用時は閉めておいてくださ
い。定期的にほこりなどの除去が必要です。
U「測色部をクリーニングする」36ページ

L 測色部 この面を測色対象の中心にあてて測色します。

ランプ表示とブザーによる測色器状態
画面に表示されるメッセージも参考にしてください。

ランプの状態 ブザー音 状態

表示色 点灯状態

白 点灯 - 充電中です。（電源オフ時）

点滅 - 本体が高温、または低温のため充電を一時停止しています。

オレンジ 点灯 ピピー キャリブレーションに失敗しました。

ピーピーピーピーピー エラーが発生しています。画面のメッセージを確認してください。

青 点灯 - 測色する準備ができています。

ピッ 測色開始します。（比較（スキャン）モード）
測色完了しました。（スポットモード／比較（スポット）モード）

ピピッ 測色完了しました。（比較（スキャン）モード）

ピピー 色差が許容範囲を超えています。

青または白 ホタル点灯 - スリープ（省電力）モード中です。
青色：充電してません。
白色：充電中です。

測色モードについて
以下のモードが選択できます。
これらのモードは、メニュー画面の設定メニューから選択できます。
U「設定メニューの説明」14ページ

測色器の基本情報
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測色モード 説明 備考

スポット 測色ボタンを押して測色したい対象の色彩値を測色できま
す。
直前に測色した色との色差も表示されるので、連続して測色
する色同士の比較もできます。
U「スポットモード」16ページ

測色器単独、またはスマホアプリの
Epson Spectrometer から操作しま
す。
測 色 器 単 独 の 場 合 と Epson
Spectrometerと連携する場合とでは
実行できる機能に差があります。

比較（スポット） 比較したい 2グループの色を順番に比較できます。
比較元の色（基準データ）のグループは事前に本器に登録し
ておき、測色開始前に選択します。
グループ間の対応する色同士の色差および対応する色の色差
の平均値が許容範囲内か否かの判定ができます。
U「比較（スポット）モード」20ページ

比較（スキャン） 比較したい対象の 2グループの色を一度の測色動作で測色し
て比較できます。
比較元の色（基準データ）のグループは事前に本器に登録し
ておき、測色開始前に選択します。
グループ間の対応する色同士の色差および対応する色の色差
の平均値が許容範囲内か否かの判定ができます。
測色には本器に対応したカラーパッチが必要です。
U「比較（スキャン）モード」25ページ

L
本器は、USBまたは Bluetoothでコンピューターと接続することにより、本器で測色した結果をお使いのアプリケーションソフトに
送信することができます。
ただし、アプリケーションソフトが本器に対応している必要があります。対応する測色モードはアプリケーションソフトに応じて
異なります。詳しくはアプリケーションソフトのヘルプなどをご覧ください。
コンピューターとの Bluetooth接続では自動でペアリングされます。

測色モードと初期画面
本器単体で測色する場合の初期画面について紹介します。代表的な画面を掲載しています。状況により表示内容が異なる
ことがあります。

スポットモード
測色画面が表示されます。測色できる状態です。

U「スポットモード」16ページ

測色器の基本情報
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比較（スポット）モード／比較（スキャン）モード
データグループ選択画面が表示されます。十字ボタンを操作して比較元（基準）とするデータグループを選択し、測色ボ
タンで決定します。メニュー画面が表示されるので、測色ボタンで測色画面に移行します。

比較（スポット）モード 比較（スキャン）モード

U「比較（スポット）モード」20ページ
U「比較（スキャン）モード」25ページ

メニュー画面
戻るボタンを一回または数回押すことでメニュー画面を表示できます。
比較（スポット）モードまたは比較（スキャン）モードの電源オン後のデータグループ選択画面からは、測色ボタンを押
して表示できます。

十字ボタンで以下のアイコンを選択して、測色ボタンを押します。

測色画面を表示します。測色できます。

履歴画面を表示します。測色したデータや比較結果を確認できます。
また、測色したデータや比較結果をお気に入りとして登録したり、一件ずつまたはお気に入りに登録してい
ないデータをまとめて削除したりできます。
コンピューターや Epson Spectrometerと接続して測色した結果は、本器には保存されない場合があります。
U「履歴データの編集」13ページ

本器に登録した比較元（基準）のデータグループを表示します。データグループの個々の詳細データを参照
できます。

設定メニューを表示します。本器の情報の表示や、各種項目の設定ができます。
U「設定メニューの説明」14ページ

測色器の基本情報
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履歴データの編集
履歴画面では、本器で測色したデータや比較結果のデータを削除したり、残したいデータをお気に入りに登録したりでき
ます。
残したいデータをお気に入りとして登録してから、履歴画面で、スポットモード時は［編集］-［日付で削除］または［全
て削除］、比較（スポット）モードまたは比較（スキャン）モード時は［編集］-［1件削除］または［全て削除］を選択
すると、お気に入り登録をしていないデータを削除することができます。

スポットモード
履歴画面で［編集］を選択して、データグループごとに削除する場合は［日付で削除］を選択して、削除するデータグ
ループを指定して削除します。全てのデータグループを削除する場合は［全て削除］を選択します。

残したい測色データは、履歴画面からデータグループを選択し、そのグループの測色データのリストから選択し、詳細
データ画面で を選択します。 を選択して削除することもできます。

測色データリスト画面に戻り、残したいデータに が表示されているのを確認してから［確定］を選択し、測色ボタン
を押します。

履歴画面に戻って［編集］-［日付で削除］または［全て削除］を選択すると、お気に入り登録をしていないデータを削
除できます。

測色器の基本情報
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比較（スポット）モード／比較（スキャン）モード
履歴画面で［編集］を選択して、［1件削除］／［全て削除］／［お気に入り登録］のいずれかを選択します。

比較結果データを一件ずつ削除する場合は［1件削除］を選択してから、削除したい比較結果グループを選択し、測色ボ
タンを押します。
比較結果データをお気に入りに登録する場合は［お気に入り登録］を選択してから登録したい比較結果グループを選択
し、測色ボタンを押します。
比較結果データで、お気に入り登録をしていないデータを一度で削除する場合は［全て削除］を選択し、測色ボタンを押
します。

設定メニューの説明
項目 設定値と説明

機器情報 本器の名称、南アフリカ独立通信庁（ICASA）認可番号、製造番号、ファームウェアバージョン、バッテリー
の状態などを確認できます。

測色設定 測色モード スポット、比較（スポット）、比較（スキャン）モードから選択します。

光源*1 観察光源の種類を選択します。

Mファクター*1 UV照明条件を選択します。

観測者視野角*1 視野角条件を選択します。

ΔE色差式*1 適用する色差式を選択します。

データ自動削除 オン 本体に保存された測色データ件数が上限を超えるごとに、古いデー
タから自動で削除されます。

オフ 本体に保存された測色データ件数が上限に達したときに、履歴デー
タを選択して削除することができます。

測色器の基本情報
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項目 設定値と説明

本体設定 Bluetooth オン Bluetooth接続を有効にします。

オフ Bluetooth接続を無効にします。

音量 ブザー音量を調節します。

日付／時刻 日付と時間を設定します。

自動電源オフ設定 本器が動作していない状態が続いたときに自動で電源を切ります。切るまでの時
間を選択します。

言語選択／Language 画面に表示する言語を選択します。

画面表示方向 画面の表示方向を選択します。

本体初期化 購入時の状態に戻します。

*1: スポットモード時のみ本器で設定できます。

測色器の基本情報
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スポットモード
測色対象を測色し、L*a*b*値で表示します。また、直前に測色した色との色差（ΔE*）も表示するので、比較したい対象
の 2色の比較もできます。

A 電源を入れます。

B キャリブレーションの指示が表示されたら、画面の指示に従って実行します。キャリブレーションが終わる
と測色画面が表示されます。

C 底面のシャッターを開けます。

スポットモード
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D 測色対象に測色部をあてます。

L
・測色対象の中心に合わせたいときなど、測色部の側面の合わせマークを目安にしてください。
・測色対象が小さく、測色部を合わせにくい場合は、オプションの測色ガイドをお使いください。

U「オプションの紹介」33ページ

スポットモード
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E 測色ボタンを押します。

F 測色結果が表示されます。

A 測色した時刻や接続状態、バッテリー残量などが表示されます。

B 測色結果が L*a*b*値で表示されます。

C 続けて次の対象を測色すると、直前に測色した色との色差（ΔE*）値が表示されます。

D 外周部分には測色した色が表示されます。

G 測色が終了したら、シャッターを閉めて電源を切ります。

スポットモード
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L
このモードで測色したデータは 100件まで本器に自動で保存されます。100件に達する場合は、自動で古いデータから削除するこ
とを選択するか、手動で履歴データから不要なデータを削除する必要があります。
以下の画面が表示されたら、［自動］か［手動］のどちらかを選択します。

・［自動］を選択した場合
測色データ件数が 100件を超えるごとに、古いデータから自動で削除されます。
［自動］を選択すると、設定メニューの［データ自動削除］が［オン］に設定されるため、設定を変更するまでデータの自動削
除が有効になります。

・［手動］を選択した場合
履歴画面が表示されます。残したいデータをお気に入りに登録してから［編集］を選択して、［日付で削除］／［全て削除］のい
ずれかを選択して、データをグループごとに削除、または全てのデータグループを削除します。
測色データをお気に入りに登録するには、履歴画面でデータグループを選択し、個別の測色データを指定して登録します。詳細
は以下をご覧ください。
U「履歴データの編集」13ページ

データの自動削除設定は、  - ［測色設定］ - ［データ自動削除］でも設定できます。

スポットモード
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比較（スポット）モード
比較したい 2グループの色を順番に比較できます。比較元の色（基準データ）のグループは事前に本器に登録しておき、
測色開始前に選択します。グループ間の対応する色同士の色差およびそれらの平均値が設定した許容値以下か、それより
大きいかの判定ができます。

L
登録できるデータグループ数とデータグループごとの色数は、比較（スキャン）モードと共通で、3グループまで、各 80色までで
す。

A 比較元の色（基準データ）のグループと許容色差の設定値を、スマホアプリの Epson Spectrometerか、本
器に対応しているアプリケーションソフトから本器に登録します。

詳しくはアプリケーションソフトのヘルプやマニュアルをご覧ください。

B 比較する一連の測色対象を用意します。

C 電源を入れます。

D キャリブレーションの指示が表示されたら、画面の指示に従って実行します。

E データグループ選択画面で十字ボタンを操作して比較元とするデータグループを選択し、測色ボタンで決定
します。

比較（スポット）モード
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F メニュー画面で測色アイコンを選択し、測色画面を表示します。

G 底面のシャッターを開けます。

H 測色対象に測色部をあてます。

比較（スポット）モード
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L
測色対象の中心に合わせたいときなど、測色部の側面の合わせマークを目安にしてください。

I 測色ボタンを押します。

J 比較元（基準）の色と測色した色との比較結果が表示されます。その後次の色の測色画面に移ります。

A 比較した測色値が許容色差以下の場合は 、許容色差より大きい場合は と表示されます。

比較（スポット）モード
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B 外周部に測色した色が表示されます。

C 四角枠内の色は、次に測色して比較する対象の色に移ります。

測色結果が の場合も の場合も比較元データが自動で次の順番の色に移ります。次の測色対象に本器をあて、
測色ボタンを押します。再測色したい場合は、十字ボタンで前の基準色にフォーカスを移動し測色します。

K 測色が終了したら測色ボタンを押して結果を確認します。

グループ間の対応する色の色差の平均値が許容色差より大きい場合は画面上部の色差平均値の表示の横に と表示
されます。許容色差以下の場合は表示されません。

L シャッターを閉めて電源を切ります。

比較（スポット）モード
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L
・個々の色の測色値は、メニュー画面に戻り、履歴画面から確認することができます。
・このモードで測色したデータは、比較（スキャン）モードで測色したデータと合わせて 500件（500色）まで本器に自動で保存
されます。500件に達する場合は、自動で古いデータから削除することを選択するか、手動で履歴データから不要なデータを削
除する必要があります。
以下の画面が表示されたら、［自動］か［手動］のどちらかを選択します。

・［自動］を選択した場合
測色データ数が 500件（500色）を超えるごとに、古いデータから自動で削除されます。
［自動］を選択すると、設定メニューの［データ自動削除］が［オン］に設定されるため、設定を変更するまでデータの自動削
除が有効になります。

・［手動］を選択した場合
比較元の色（基準データ）のグループの選択画面が表示されます。履歴データを削除したいグループを選択すると、そのグルー
プの測色履歴が表示されます。［編集］を選択して、［1件削除］／［全て削除］／［お気に入り登録］のいずれかを選択しま
す。
［お気に入り登録］で残したいデータをお気に入りに登録すると、［全て削除］を選択してもそのデータは削除されません。詳
細は以下をご覧ください。
U「履歴データの編集」13ページ

データの自動削除設定は、  - ［測色設定］ - ［データ自動削除］でも設定できます。

比較（スポット）モード
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比較（スキャン）モード
比較したい 2グループの色を一度の測色動作で比較できます。比較元の色のグループは事前に本器に登録しておき、測
色開始前に選択します。グループ間の対応する色同士の色差およびそれらの平均値が設定した許容値以下か、それより大
きいかの判定ができます。

L
・登録できるデータグループ数とデータグループごとの色数は、比較（スポット）モードと共通で、3グループまで、各 80色まで
です。

・測色パッチパターンの印刷に、色のついたメディアや、インクの乗りが悪いメディアを使用すると正しくスキャン測色できませ
ん。

・スキャン測色操作方法はWeb動画マニュアルでも見られます。以下の URL からご覧ください。
&https://www.epson-biz.com/?prd=sd-10&inf=playlist

スキャン測色の準備をする

A 比較元の色（基準データ）のグループと許容色差の設定値を、スマホアプリの Epson Spectrometerか、本
器に対応しているアプリケーションソフトから本器に登録します。

詳しくはアプリケーションソフトのヘルプやマニュアルをご覧ください。

B 比較対象の測色パッチパターンを用意します。

コンピューター用のアプリケーションソフトと連携せずに本モードを使用する場合は、以下の条件を満たすパッチ
パターンを作成する必要があります。

カラーパッチサイズ

測色方向長さ 30 ± 2 ｍｍ 程度

幅 15 mm以上（推奨：30 ｍｍ）

パッチ前の境界線（先頭のパッチは除く）

幅 5 mm

色 パッチの L値 ＜ 70 白色

パッチの L値 ≧ 70 黒色

その他の条件
・パッチの行の最後に 1パッチ分（30 mm）の余白を設けること。

・パッチの数は 1行あたり 10以内、1行が最後の余白も含めて 400 mm以内であること。

・パッチの行が複数行にまたがる場合は、先頭の行から先詰めしてレイアウトすること。

比較（スキャン）モード
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L
パッチ総数 28の場合の例
1～ 2行目のパッチ数＝ 10、3行目のパッチ数＝ 8
測色順番は 1行目→2行目→3行目

A: 15 mm以上、推奨 30 mm 
B: 30 ± 2 mm 
C: 5 mm 
D: 30 mm 
E: 400 mm以内

スキャン測色をする

A 電源を入れます。

B キャリブレーションの指示が表示されたら、画面の指示に従って実行します。

C データグループ選択画面で十字ボタンを操作して比較元とするデータグループを選択し、測色ボタンで決定
します。

比較（スキャン）モード
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D 測色ボタンでメニュー画面を表示して測色アイコンを選択し、測色画面を表示します。

E 底面のシャッターを開けます。

F 測色パッチパターンを平面に置き、ずれないように定規などをあてます。

L
透明な定規を使うと位置合わせしやすくなります。

比較（スキャン）モード
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G 1行目の端のパッチに測色部をあてます。

L
測色対象の中心に合わせたいときなど、測色部の側面の合わせマークを目安にしてください。

H 測色ボタンを押してから離します。

比較（スキャン）モード
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I 本器を定規に沿ってもう一方の端の余白まで スライドします。動かす速度は毎秒 5 cm程度で、1行のパッ
チ数が 10の場合はを 8秒くらいで測色します。

本器が最後のパッチの測色を終了すると、1行目の測色が自動で終了します。

比較（スキャン）モード
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L

光沢紙など表面が滑りにくい用紙を測色する場合
測色パッチパターンを印刷した用紙の種類によっては、本器をスライドさせるときの摩擦による振動が原因で測色に失敗する
場合があります。そのようなときは、A3サイズの普通紙を 2枚ご用意ください。
測定する行の両側に、用意した紙を 2cmほどの間隔をあけて平行に置きます。測色するパッチパターンが紙と紙の隙間のセ
ンターに来るようにしてください。

A: 2cm

定規をガイドにして、本器の測色部の中心がパッチパターンのセンターからずれないように動かして測色します。

比較（スキャン）モード
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J 1行の測色が終了するとその行の各色の比較結果が表示されます。

比較した行の色の測色値に許容色差を超える色があった場合は が表示されます。
測色ボタンを押すと比較元データが次の行に移ります。

K 次の行の先頭に本器を移動して手順 6から繰り返し、全ての行を測色します。

L 最終行の測色が終了したら測色ボタンを押して、結果を確認します。

グループ間の対応する色の色差の平均値が許容色差より大きい場合は画面上部の色差平均値の表示の横に と表示
されます。許容色差以下の場合は表示されません。

M シャッターを閉めて電源を切ります。

比較（スキャン）モード
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L
・個々の色の測色値は、メニュー画面に戻り、履歴画面から確認することができます。
・このモードで測色したデータは、比較（スポット）モードで測色したデータと合わせて 500件（500色）まで本器に自動で保存
されます。500件に達する場合は、自動で古いデータから削除することを選択するか、手動で履歴データから不要なデータを削
除する必要があります。
以下の画面が表示されたら、［自動］か［手動］のどちらかを選択します。

・［自動］を選択した場合
測色データ数が 500件（500色）を超えるごとに、古いデータから自動で削除されます。
［自動］を選択すると、設定メニューの［データ自動削除］が［オン］に設定されるため、設定を変更するまでデータの自動削
除が有効になります。

・［手動］を選択した場合
比較元の色（基準データ）のグループの選択画面が表示されます。履歴データを削除したいグループを選択すると、そのグルー
プの測色履歴が表示されます。［編集］を選択して、［1件削除］／［全て削除］／［お気に入り登録］のいずれかを選択しま
す。
［お気に入り登録］で残したいデータをお気に入りに登録すると、［全て削除］を選択してもそのデータは削除されません。詳
細は以下をご覧ください。
U「履歴データの編集」13ページ

データの自動削除設定は、  - ［測色設定］ - ［データ自動削除］でも設定できます。
・本器に対応しているアプリケーションソフトから、プリンターの色合わせや ICCプロファイルを作成するためのカラーチャート
を印刷すると、パッチ間に境界線のないカラーチャートが印刷されます。
パッチ間に境界線のないカラーチャートの測色手順も、上記の手順 6から 9までと同じです。
お使いのアプリケーションソフトからカラーチャートを印刷する手順や測色手順の詳細は、アプリケーションソフトのマニュア
ルをご覧ください。

比較（スキャン）モード
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オプションの紹介

オプション一覧
本器で使用できるオプションは以下の通りです。（2023年 11月現在）

商品名 型番

測色ガイド SD10AG

本体カバー SD10MUC

自動測色ポータブルテーブル SD10ACRT

測色ガイド
このガイドは測色する対象に測色部を確実に合わせるためのオプションです。以下のように使います。

L
・携帯時および保管時は、付属のケースに収納してください。
・汚れた場合は、水に浸してよく絞った布で拭いてください。

A ガイドをケースから取り出し、開口部を測色対象に合わせて置きます。

オプションの紹介
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B 動かないようにガイドを抑えながら本器をガイドにはまるように置きます。

C 測色ボタンを押して測色します。

このガイドを使用時は測色値が 0.1 以下* ΔE00（ΔE2000）の変動をするため、SD-10 の測色精度の仕様を満たせな
くなる可能性があります。高精度が要求される測色にこのガイドを使用することはおすすめしません。
*BCRA タイル 12 色の測色値差異の平均（D50、2°）

本体カバー
・本器を傷から守るためのカバーです。本器に装着してお使いください。

・図のように、本器とカバー上の EPSONの文字が同じ側になる向きに装着します。

オプションの紹介
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本カバーは落下等の衝撃から本器を保護するものではありません。本カバーを装着した状態でも取り扱いにはご注意
ください。

L
汚れた場合は、水に浸してよく絞った布で拭いてください。

自動測色ポータブルテーブル
この測色テーブルは、本器によるカラーチャートの測色作業を、対応アプリケーションソフトで操作して自動で行う装置
です。手動で行うと注意が必要で作業負担の大きい、パッチ数の多いカラーチャートの測色作業を簡単で効率的に行うこ
とができます。
また、この測色テーブルは付属のキャリングケースに入れて持ち運ぶことができ、客先でのプロファイル作成、カラー
マッチングが機動的に行えます。
使い方などの詳細は測色テーブルの電子マニュアル『ユーザーズガイド』（PDF）をご覧ください。
&https://support.epson.net/spmtr/sd10/

オプションの紹介
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メンテナンス

K
以下で指示していること以外のメンテナンスや分解はしないでください。正常に動作しなくなるおそれがあります。

外側をクリーニングする
本器の外側のケースが汚れたときは、乾いた布や、水に浸してよく絞った布で拭き取ります。

K
・アルコールやシンナーなどの揮発性薬品、中性洗剤などは使用しないでください。本器の性能に影響を与えるおそ
れがあります。

・本器の内部に水分が入らないように注意してください。正常に動作しなくなるおそれがあります。

・本器に潤滑剤などをスプレーしたりしないでください。装置や回路が損傷して、正常に動作しなくなるおそれがあ
ります。

A 本器の電源が切れていることを確認します。

USB ケーブルが接続されている場合は取り外します。

B 乾いた布や水に浸してよく絞った布で、外側の汚れを拭き取ります。

測色部をクリーニングする
測色を繰り返していると、シャッターの内側の測色部にホコリなどが入り込み、測色精度不良や測色動作不良の原因とな
ることがあります。シャッターの内側は定期的に目視で確認してください。内側にほこりなどを確認した場合や、メンテ
ナンスを促すメッセージが表示されたら、市販のカメラ用エアブロアーなどで吹き飛ばします。

K
アルコールやシンナーなどの揮発性薬品、中性洗剤、水などの液体は使用しないでください。本器の性能に影響を与
えるおそれがあります。

L
測色後は本器底面のシャッターを必ず閉めて、測色部にホコリなどが入り込まないようにしてください。

A 本器の電源が切れていることを確認します。

USB ケーブルが接続されている場合は取り外します。

メンテナンス
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B シャッターを開けます。

C 図のようにエアブロアーなどでエアーを吹き付け、測色部内部や周囲のホコリを吹き飛ばします。

キャリブレーション用白色基準板をクリーニングする
様々な環境下で測色器を使用していると、シャッターの裏側のキャリブレーション用白色基準板にホコリなどが付着し
て、測色精度不良や測色動作不良の原因となることがあります。キャリブレーションタイルの清掃を促すメッセージが表
示されたら、以下の手順でシャッター裏側のキャリブレーションタイルをクリーニングしてください。

メンテナンス
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K
・シャッターの裏側のキャリブレーション用白色基準板には絶対に触らないでください。測色精度に影響を与えるお
それがあります。

・アルコールやシンナーなどの揮発性薬品、中性洗剤、水などの液体は使用しないでください。本器の性能に影響を
与えるおそれがあります。

・以下の手順以外の分解は絶対にしないでください。

・以下で示している以外のネジは外さないでください。

L
測色後は本器底面のシャッターを必ず閉めて、測色部にホコリなどが入り込まないようにしてください。

A 本器の電源が切れていることを確認します。

USB ケーブルが接続されている場合は取り外します。

B シャッターを開けます。

C ネジを緩めてプラスチック部品を外します。

本器に付属の精密ドライバーを使用してください。

メンテナンス
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精密ドライバーは子供の手の届く場所には保管・放置しないでください。
けがの恐れがあります。

D シャッターを外側に移動し、起こしてから反対側に倒します。

E エアブロアーなどでエアーを吹き付け、シャッター裏面のキャリブレーション用白色基準板に付着している
ホコリを吹き飛ばします。

F 逆の手順で、シャッターを閉めてから外したプラスチック部品をネジで固定します。

測色器を持ち運ぶ
測色器を持ち運んだり、引っ越しや修理などで輸送するときは、以下の手順で梱包してください。

メンテナンス
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・強い衝撃を受けると製品が破損することがあります。

・直射日光の当たる場所、暖房器具に近い場所、自動車内などの保管温度範囲を超える高温になる場所に放置しない
でください。本体が変形したり、測定精度に影響が出るおそれがあります。

・本製品を航空機内に持ち込むときは、手荷物扱いにすることをお勧めします。持ち込み可能かどうかは航空会社に
確認してください。空港での荷扱いによっては大きな衝撃を受け、製品が破損するおそれがあります。

A 本器の電源が切れていることを確認します。

B 底面のシャッターが閉まっていることを確認します。

C USBケーブルが接続されている場合は取り外します。

D 本体を付属のキャリングケースに入れ、持ち運んでください。引っ越しや修理などで輸送するときはキャリ
ングケースに入れた状態で購入時の梱包箱か丈夫な箱に入れて梱包します。

ファームウェアを更新する
ファームウェアを更新すると、今まで起きていたトラブルの解消、機能の改善や追加などができます。
最新版のファームウェアをお使いください。
ファームウェアの更新は本器をコンピューターに USB接続して行います。最新のファームウェアをコンピューターにダ
ウンロードしてファームウェアのアップデートを実行してください。
ファームウェアは、以下からダウンロードできます。
&https://www.epson.jp

K
ファームウェアの更新中は、本器の電源を切らないでください。ファームウェアの更新が正しくできないことがあり
ます。

メンテナンス
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困ったときは

メッセージが表示されたとき
画面にワーニングメッセージが表示されたら画面の指示に従ってください。
また、以下のエラーメッセージが表示されたら、対処方法の記載を確認し必要な処置をしてください。

メッセージ内容 対処方法

高温のため動作ができません。 内部が高温になっています。自動的に電源が切れる場合があります。
室温環境で電源が切れた状態でしばらく放置し、温度が下がるのを待ちます。
再度電源を入れても同様なメッセージが繰り返し表示される場合は、お買い求めの
販売店またはエプソンの修理のお申込み窓口に連絡してください。
画面の左上にエラーコードが表示されている場合は、連絡の際にそのコード番号を
伝えてください。

低温のため動作ができません。 内部が低温になっています。自動的に電源が切れる場合があります。
室温環境で電源が切れた状態でしばらく放置し、温度が上がるのを待ちます。
再度電源を入れても同様なメッセージが繰り返し表示される場合は、お買い求めの
販売店またはエプソンの修理のお申込み窓口に連絡してください。
画面の左上にエラーコードが表示されている場合は、連絡の際にそのコード番号を
伝えてください。

高温のため充電できません。 内部が高温になっています。
室温環境で電源が切れた状態でしばらく放置し、温度が下がるのを待ちます。

低温のため充電できません。 内部が低温になっています。
室温環境で電源が切れた状態でしばらく放置し、温度が上がるのを待ちます。

高温のためバッテリーでの動作ができませ
ん。

バッテリーが高温になっています。電源が切れた状態でしばらく放置し、温度が下
がるのを待ちます。
USBケーブルを接続して給電した状態では動作します。

低温のためバッテリーでの動作ができませ
ん。

バッテリーが低温になっています。電源を切った状態でしばらく放置し、温度が上
がるのを待ちます。
USBケーブルを接続して給電した状態では動作します。

ハードウェア異常のため動作ができません。 内部の部品が故障している可能性があります。電源を入れ直したり、リセットボタ
ンを押したりしても同様なメッセージが繰り返し表示される場合は、お買い求めの
販売店またはエプソンの修理のお申込み窓口に連絡してください。
画面の左上にエラーコードが表示されている場合は、連絡の際にそのコード番号を
伝えてください。

マニュアルに従ってメンテナンスしてくださ
い。

シャッターの裏側のキャリブレーション用白色基準板にホコリなどが付着していま
す。クリーニングしてください。
U「キャリブレーション用白色基準板をクリーニングする」37ページ
クリーニング後も同じメッセージが表示される場合は、お買い求めの販売店または
エプソンの修理のお申込み窓口に連絡してください。

測色に失敗しました。測色し直してくださ
い。

測色をし直してください。比較（スキャン）モードでお使いの場合は、以下をご覧
ください。
U「比較（スキャン）モードで測色に失敗する」42ページ

困ったときは
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測色器のトラブル

電源が入らない
・電源ボタンを少し長めに押してください。

・バッテリー駆動時に電源が入らないときは、バッテリー残量が不足している可能性があります。USBケーブルを接続し
て給電しながらお使いになるか、バッテリーを充電した後、電源が入るかお試しください。

・低温または高温の環境では、測色器をバッテリー駆動で使用できません。動作温度の範囲内でご使用ください。

・リセットボタンを押して、測色器をリセットしてください。

電源が切れない
・電源ボタンを少し長めに押してください。

・リセットボタンを押して、測色器をリセットしてください。

使用中に測色器の電源が切れる
・操作していない状態が続くと、節電のため電源が切れます。再度電源を入れてください。

・バッテリー残量を確認してください。残量が少ないときは USBケーブルを接続して給電するか、バッテリーを充電し
てください。

・動作温度の範囲内でご使用ください。低温または高温の環境では、測色器の電源が切れることがあります。

バッテリーが充電できない
・USBハブを使うと充電できません。USBハブは使わず直接接続してください。

・動作温度範囲内でご使用ください。

測色器とスマートデバイスが接続できない
・本体設定の Bluetooth設定が［OFF］になっています。メニュー画面から  - ［本体設定］を選択し［Bluetooth］で
［ON］を選択します。

・Epson Spectrometerでお使いの測色器が選択されていません。Epson Spectrometerでお使いの測色器を選択してくだ
さい。

・USBでコンピューターに接続している場合は、USB接続を取り外してください。

測色のトラブル

比較（スキャン）モードで測色に失敗する
・測色器を動かす速度が適切でありません。毎秒 5 cmほどの速度で動かしてください。

困ったときは
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・カラーパッチパターンが印刷されている用紙の種類によっては、用紙との摩擦により測色器が振動し、スキャン測色に
失敗する場合があります。測色器がスムーズにスライドできなかったり、振動音が発生する場合には、以下を参照して
ください。
U「スキャン測色をする」26ページ

・測色対象のカラーパッチパターンが本器の比較（スキャン）モードで測色できる仕様を満たしていません。以下のパ
ターンに適合しているか確認してください。

・パッチのサイズは、測色方向の長さは 28 mm以上、幅は 15 mm以上（30 mmを推奨）であること。

・読み取るパッチの L 値が 70 以上の淡色の場合、手前に 5 mm の黒色の境界線を設ける。

・読み取るパッチの L 値が 70 未満の濃色の場合、手前に 5 mm の白色の境界線を設ける。

・測色するパッチの行の終点のパッチのスキャン方向の延長線上に 30 mmほどの余白を設ける。

・上記余白を含めて全長は 400 mm以内。

・パッチの数は 1行あたり 10*以内。

・パッチは測色する順番で 10*ずつ先詰めで先頭の行から配置する。
*：コンピューターやスマートデバイスと接続してスキャン測色する場合はアプリケーションソフトの仕様に従います。

・測色対象のカラーパッチ数が比較元データ（基準データ）に対して少ない場合があります。比較元データと測色対象カ
ラーパッチを確認してください。

・測色パッチパターンの印刷に、色のついたメディアや、インクの乗りが悪いメディアを使用すると比較（スキャン）
モードでは正しく測色できません。比較（スポット）モードでお試しください。

L
カラーパッチのサイズや配置の仕方などの詳細やスキャン測色手順については、以下を参照してください。
U「比較（スキャン）モード」25ページ

測色結果が正しくない
・シャッターの裏側のキャリブレーション用白色基準板にホコリなどが付着しています。クリーニングしてください。

U「キャリブレーション用白色基準板をクリーニングする」37ページ

・クリーニング後も改善されない場合は、お買い求めの販売店またはエプソンの修理のお申込み窓口に連絡してくださ
い。

同じサンプルを測色しても測色結果がばらつく
・表面に凹凸のある素材や模様のあるものを測色すると結果が大きく異なる場合があります。その場合は故障や動作不良
ではありません。

困ったときは
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仕様

L
仕様は予告なく変更されることがあります。

基本仕様
形式 ハンディスタンドアロン分光測色器

分光デバイス MEMS Fabry-Perot Tunable Filter

測定波長範囲 400～ 700 nm

サンプリング間隔 20 nm

出力データ間隔 10 nm（ソフトウェアによる補間）

測色値表示形式 CIE L*a*b*

スキャン操作における測定周波数 13回測定/秒

幾何条件 環状照明（45°c:0°）

測定アパーチャー Φ7.6 mm

測色スポット径 Φ10 mm

測色光源 LED（UV 含む）

反射率測定条件 M0 UV光成分を含む、ISO 13655:2017測定条件 M0

M1e UV光成分を含む、ISO 13655:2017測定条件 M1に相当する測定条件
（400～ 700 nmのすべての波長に放射パワーを持ち、300～ 400
nmと 400～ 500 nmの領域のパワー比を D50に類似させた測定条
件）

M2 UV除去、ISO 13655:2017測定条件 M2

光源 D50/D65/A/F1/F2/F3/F7/F8/F9/F10/F11/F12

観測者視野角 2°/10°

ΔE色差式 ΔE 2000/ΔE 1994（グラフィックアーツ）/ΔE1994（テキスタイル） /ΔE 1976

キャリブレーション シャッター内側に取り付けられたキャリブレーション用白色基準板で実施

器差 0.4以下 ΔE00（ΔE2000） 平均
1.0以下 ΔE00（ΔE2000） 最大

・BCRAタイル 12色（D50、2°）の SD-10製造基準からの偏差

・環境温度 23℃、湿度 50%

短期繰り返しばらつき 0.1以下 ΔE00（ΔE2000）白色
0.1以下 ΔE94（ΔE1994）白色

・白色タイル（D50、 2°）を 3秒ごとに 10回測定した平均

・環境温度 23℃ 、湿度 50%

仕様
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BCRAタイル校正値との色差 1.0以下 ΔE00（ΔE2000） 平均

・国家計量標準につながる測定器で BCRAタイル 12色（D50、 2°）を測色した
値との偏差

・環境温度 23℃ 、湿度 50%

インターフェース*1 USB 2.0 （Full speed USB）USB Type-Cコネクター
Bluetooth Low Energy（Bluetooth Class 2）

内蔵メモリー 測色データ数
・スポットモード：100色

・比較（スポット）モード／比較（スキャン）モード：合計 500色

リファレンスデータ数
・80色×3グループ

*1： USB接続と Bluetooth接続の同時使用（同時アクセス）は不可

K
本器は、標高 2000 m以下でお使いください。

外形寸法の仕様
外形寸法 幅：35 mm

奥行：80 mm
高さ：77.6 mm（シャッター開時）、 80 mm（シャッター閉時）

重量 約 190 g

電気仕様

測色器電気仕様
DC入力電圧 5 V

DC入力電流 0.9 A

バッテリーの仕様
種類 Li-ion

定格電圧 3.6 V

電流容量 1,860 mAh

充電時間（電源オフ時）*1 USBポート（5 V/0.5 A）:約 5時間（コンピューター接続時）
USBポート（5 V/0.8 A）:約 3時間（USB ACアダプター接続時）

*1： 新品のバッテリーの場合

仕様
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L
本器の評価は以下の USB ACアダプターを使用しました。
Apple A1385（定格入力：AC 100-240V／50-60Hz／0.15A 定格出力：DC 5V 1A）

環境仕様
温度 動作時 スポット測色：0～ 40 ℃

スキャン測色：0～ 35 ℃

保管時 開梱前：‒20～ 60 ℃ *1

開梱後：‒20～ 40 ℃ *2

バッテリー充電：10～ 35 ℃

湿度 動作時 5 ～ 85% （非結露）

保管時 5～ 85% （非結露）

汚染度 PD 2

保護等級 IPX0

*1： 40℃ では 1か月保管可能、60℃ では 120時間保管可能
*2： 40℃ では 1か月保管可能

対応 OS
最新の OS対応状況はエプソンのウェブサイトをご覧ください。
www.epson.jp/support/taiou/os/

・Windows
Windows 7（SP1、64-bit）、Windows 8/8.1（64-bit）、Windows 10以降（64-bit）
（Bluetooth LE接続はWindows 10 （Build 1809）以降）

・Android
Android 5.0以降

・iOS
iOS 12.0以降

仕様
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サービスとサポートのご案内

お問い合わせ前の確認事項
「故障かな？」と思ったときは、まず本書の「困ったときは」をよくお読みください。そして、接続や設定に間違いがな
いことを確認してください。それでもトラブルが解決しないときは、以下を確認してから、保守サービスの受付窓口にお
問い合わせください。

保証書について
保証期間中に故障した場合には、保証書の記載内容に基づき修理いたします。保証期間、保証事項については、保証書を
ご覧ください。
保証書は、製品の「保証期間」を証明するものです。「お買い上げ年月日」「販売店名」に記入漏れがないかご確認いただ
き、ご提示ください。「お買い上げ年月日」「販売店名」の記載がない場合は、本保証書と共に、購入の証憑（領収書、納
品書等）となるものを添付のうえご提示ください。
保証書は大切に保管してください。

補修用性能部品および消耗品の保有期間
本製品の補修用性能部品および消耗品の保有期間は、製品の製造終了後 7年間です。
改良などにより、予告なく外観や仕様、補修用性能部品および消耗品の保有期間などを変更することがあります。

故障の状況によっては、弊社の判断により、製品本体を同一機種または同等仕様の機種と交換等させていただくことがあ
ります。同等機種と交換した場合は、交換前の製品の付属品や消耗品をご使用いただけなくなることがあります。

保守サービスの種類
エプソン製品を万全の状態でお使いいただくために、下記の保守サービスをご用意しております。

引取修理サービス
（ドア toドアサービス）

ご指定の日時・場所に修理品を引き取りにお伺いするサービスです。お客様による梱包・送
付の必要はありません。
修理代金とは別に引取料金（保証期間内外とも一律）が必要です。

送付修理サービス
（デリバリーサービス）

お客様により修理品を梱包・送付していただき、修理完了後に返送いたします。

持込修理サービス お客様に修理品をお持ち込みいただき、お預かりして修理いたします。

サービスとサポートのご案内
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K
・エプソン純正品以外あるいはエプソン品質認定品以外の、オプションまたは消耗品を装着し、それが原因でトラブ
ルが発生した場合には、保証期間内であっても責任を負いかねますのでご了承ください。ただし、この場合の修理
などは有償で行います。

・本製品の故障や修理の内容によっては、製品本体に保存されているデータや設定情報が消失または破損することが
あります。また、お使いの環境によっては、ネットワーク接続などの設定をお客様に設定し直していただくことに
なります。これに関して弊社は保証期間内であっても責任を負いかねますのでご了承ください。データや設定情報
は、必要に応じてバックアップするかメモを取るなどして保存することをお勧めします。

保守サービスの受付窓口
保守サービスに関してのご相談、お申し込みは、以下で承ります。

・お買い求めいただいた販売店

・エプソン修理のお申し込み窓口

・エプソンのウェブサイト＜ epson.jp/support/＞

サービスとサポートのご案内
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お問い合わせ先

050-3155-8690050-3155-8690
●修理に関するお問い合わせ・出張修理・保守契約のお申し込み先（エプソンソリューションコールセンター）

050050-31553155-83808380

エプソン製品をご愛用の方も、お持ちでない方も、エプソンに興味をお持ちの方への会員制情報提供サービスです。お客様にピッタリの
おすすめ最新情報をお届けしたり、プリンターをもっと楽しくお使いいただくお手伝いをします。製品購入後のユーザー登録もカンタンです。
さあ、今すぐアクセスして会員登録しよう。

myepson.jp/myepson.jp/インターネットでアクセス！ カンタンな質問に答えて
会員登録。

〒160-8801　東京都新宿区新宿四丁目1番6号　JR新宿ミライナタワー

〒392-8502　長野県諏訪市大和三丁目3番5号

各種製品情報・ドライバー類の提供、サポート案内等のさまざまな情報を満載したエプソンのウェブサイトです。
●エプソンのウェブサイト　epson.jpepson.jp

◎上記電話番号をご利用できない場合は、042-585-8431へお問い合わせください。

●消耗品のご購入

製品の購入をお考えになっている方の専用窓口です。製品の機能や仕様など、お気軽にお電話ください。

◎上記電話番号をご利用できない場合は、042-585-8413へお問い合わせください。

 　上記050で始まる電話番号はKDDI株式会社の電話サービスを利用しています。
 　上記電話番号をご利用いただけない場合は、携帯電話またはNTTの固定電話（一般回線）からおかけいただくか、各◎印の電話番号に
 　おかけくださいますようお願いいたします。

商業（捺染） 2022.03

●製品の新規ご購入に関するご質問・ご相談先

製品取扱販売店でお買い求めください。

  本ページに記載の情報は予告無く変更になる場合がございます。あらかじめご了承ください。
  最新の情報はエプソンのウェブサイト（epson.jp/support）にてご確認ください。

サービスとサポートのご案内
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